【様式 事故-1】個人情報の取扱いに関する事故等の報告書

個人情報漏えい等事故報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                          報告日： 平成　　　年　　　月　　　日（注１）
財団法人 放送セキュリティセンター　御中
住所（注２）：

名称（注３）：　
報告者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
連絡先：

	１　事業者等の種別（注４）
	

	２　漏えい等の形態（注５）
	

	３　個人情報の件数・本人
の属性・項目


	＜件数＞
＜本人の属性＞（注６）
＜項目＞

※視聴履歴の有無（注７）
※口座番号等の有無（注８）

	４　発生日時等

	＜発生日時＞
＜発生日時及び発見者＞（注９）


	５　発生場所
	

	６　発生等の状況（注10）

	

	７　発生原因
	

	８　措置模様（注11）

	

	９　再発防止対策

	

	１０　他の報告先（注12）

	


※適宜参考資料を添付すること。

（注１）　報告年月日を記載すること。

（注２）　郵便番号及び住所を記載すること。

（注３）　名称及び代表者の氏名を記載すること。

（注４）　放送法、有線テレビジョン放送法、有線ラジオ放送業務の運用の規正に関する法律、電気通信役務利用放送法に規定する「放送事業者」については、法律で規定された名称を記載すること。

（注５）　「漏えい」、「滅失」、「き損」の別を記載すること（複数記載可）。

（注６）　放送受信者等の個人情報の保護に関する指針第２条第２号に規定する「放送受信者等」である場合については、同号イからホ、「放送受信者等」以外の場合については、その他の個人情報の本人の属性（勧誘、従業員等）を記載すること（複数記載可）。

（注７）　「視聴履歴」について、「有」、「無」の別を記載すること。

（注８）　「口座番号等」について、「有」、「無」の別を記載すること。

（注９）　発生に係る発見日時及び発見者についても記載すること。

（注１０）当該発生に係る発見の端緒も記載すること。また、漏えいに係る場合については、当該漏えい先等の範囲を記載すること。

（注１１）本人への通知等の本人対応、公表等の報道対応、行為者の処分等の社内対応、刑事処分等その他の対応　等を行った場合は、その旨を記載すること。

（注１２）総務省に報告した場合は所管部局の名称、認定個人情報保護団体に報告した場合はその名称、及びそれぞれの報告日を記載すること。

（注１３） 「漏えい等の形態」、「個人情報の件数・本人の属性・項目」、「発生日時等」、「発生場所」、「発生等の状況」、「発生原因」、「措置模様」及び「再発防止対策」について、更なる調査又は検討が必要とされ、その結果が出るまでさらに時間がかかる場合等具体的な記載が困難な部分については、「調査中」又は「検討中」を記載するとともに、当該調査又は検討の必要性及び当該調査又は検討の結果が出る予定時期を記載すること。
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